
ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り
（
第
10
号　

平
成
20
年
5
月
1
日
発
行
）
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〈「
議
会
だ
よ
り
」
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
見
ら
れ
ま
す
…
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
き
、「
深
谷
市
議
会
」、「
市
議
会
だ
よ
り
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
）
の
順
に
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
創
刊
号
か
ら
今
号
ま
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。〉

－－－－－－－－－－
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問　

市
に
は
合
併
に
伴
う
優
遇
措

置
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
地
方

交
付
税
が
大
幅
に
減
額
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
地
方
分
権
等
を
進
め

る
と
し
て
、
国
の
補
助
金
や
地
方

交
付
税
を
削
減
し
、
一
部
の
国
税

を
自
治
体
に
移
し
た
三
位
一
体
の

改
革
に
よ
る
深
谷
市
財
政
の
収
支

比
較
と
、
市
の
認
識
を
聞
き
た
い
。

答　

地
方
交
付
税
は
、
合
併
優

遇
措
置
と
し
て
、
算
定
替
え
分

の
16
億
円
の
ほ
か
に
特
別
交
付
税

が
平
成
19
年
度
で
約
２
億
円
算
入

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
総
額
は
減
少

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
三
位
一

体
の
改
革
に
よ
る
深
谷
市
の
増

減
比
較
で
は
、
過
去
４
年
間
で
、

31
億
９
千
万
円
の
減
収
と
多
大
な

影
響
を
受
け
、
地
方
分
権
が
進
ん

だ
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

問　

市
で
は
道
路
特
定
財
源
を
ど

ん
な
事
業
に
充
て
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
特
定
財
源
が
市
に
及
ぼ
す

影
響
及
び
、
市
の
道
路
整
備
事
業

量
は
確
保
す
べ
き
で
は
。

答　

一
般
財
源
と
し
て
い
ま

す
。
国
か
ら
の
道
路
特
定
財
源
は
、

６
億
８
千
万
円
余
り
で
す
。
道
路

整
備
は
、
総
合
振
興
計
画
に
基
づ

き
計
画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

問　

厳
し
い
市
財
政
の
対
応
と
し

て
市
の
行
革
、
特
に
合
理
化
は
市

民
の
理
解
と
合
意
が
必
要
で
あ
る
。

改
革
と
と
も
に
市
有
地
の
活
用
と

し
て
、
土
地
や
建
物
等
の
貸
付
け

や
売
却
等
を
積
極
的
に
検
討
す
べ

き
で
は
。

答　

行
財
政
改
革
は
、
各
部
課
が

自
主
的
か
つ
的
確
に
実
施
し
ま
す
。

市
有
財
産
の
売
却
や
貸
付
け
等
財

産
の
有
効
活
用
を
引
き
続
き
行
い
、

財
源
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

問　

地
方
交
付
税
の
削
減
や
扶
助

費
等
の
増
加
に
よ
り
、
自
治
体
は

厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て

い
る
が
、
深
谷
市
は
今
後
ど
の
よ

う
な
か
じ
取
り
に
よ
り
市
の
責
務

を
果
た
し
て
い
く
の
か
。
総
合
振

興
計
画
に
明
記
し
た
産
業
誘
導
エ

リ
ア
に
対
す
る
積
極
的
な
企
業
誘

致
等
、
恒
久
的
自
主
財
源
確
保
の

意
欲
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に

合
併
特
例
債
が
、新
市
建
設
計
画
・

総
合
振
興
計
画
と
比
較
す
る
と
規

模
が
大
幅
に
縮
小
し
て
い
る
が
、

合
併
後
の
地
域
格
差
是
正
の
特
例

債
を
も
っ
と
活
用
す
る
考
え
は
。

答　

市
で
は
、
健
全
な
財
政
運
営

を
確
立
す
る
た
め
、
市
税
収
納
率

の
向
上
・
受
益
者
負
担
の
適
正
化
・

広
告
収
入
な
ど
新
た
な
財
源
の
検

討
を
自
主
財
源
確
保
の
施
策
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
企
業

進
出
に
よ
り
、
固
定
資
産
税
等
の

税
収
の
増
加
・
雇
用
の
創
出
・
地

域
の
活
性
化
な
ど
が
図
れ
る
た
め
、

今
後
と
も
誘
致
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
産
業
誘
導
エ

リ
ア
に
つ
い
て
は
、
開
発
が
進
め

ら
れ
る
よ
う
現
在
担
当
部
局
が
前

向
き
に
検
討
中
で
す
。
合
併
特
例

債
は
、
有
利
だ
と
い
っ
て
も
あ
く

ま
で
借
金
で
あ
り
、
慎
重
に
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

問　

教
育
立
市
は
、
教
育
委
員
会

だ
け
で
な
く
、
行
政
全
体
の
課
題

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
今
後
ど
う

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

市
は
特
区
に
よ
り
教
育
と
福

祉
が
創
造
的
に
連
携
し
た
深
谷
市

モ
デ
ル
の
確
立
を
は
じ
め
、
先
進

的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
大
学
誘
致
等
も
含
め
、
市

民
社
会
に
大
学
が
融
合
し
た
文
化

水
準
の
高
い
ま
ち
を
目
指
し
て
地

域
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
す
。

問　

平
成
17
年
10
月
１
日
、
旧
道

路
公
団
民
営
化
に
伴
い
独
立
行
政

法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務

返
済
機
構
と
東
日
本
高
速
道
路
株

式
会
社
に
分
離
さ
れ
た
が
、
こ
の

時
点
で
、
関
越
自
動
車
道
の
側
道

（
市
道
認
定
道
路
）
の
官
民
境
界

立
会
い
の
取
り
決
め
は
、
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
て
い
た
の
か
。

答　

特
に
取
り
決
め
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。

問　

旧
道
路
公
団
当
時
﹁
側
道
に

つ
い
て
は
、
各
市
町
村
が
払
い
下

げ
を
受
け
て
い
た
﹂
が
、
深
谷
市

は
現
時
点
で
払
い
下
げ
を
受
け
て

い
な
い
。
場
所
と
長
さ
は
？

答　

関
越
自
動
車
道
花
園
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
か
ら
秩
父
鉄

道
花
園
高
架
橋
ま
で
の
両
側
で
約

５
㎞
ほ
ど
で
す
。

問　

深
谷
市
黒
田
字
南
原
及
び
台

７
６
４
ー
１
ほ
か
、
開
発
行
為
許

可
に
必
要
以
上
の
遅
れ
が
あ
っ
た
。

ど
う
し
た
の
か
。

答　

事
務
処
理
に
つ
い
て
は
定
め

ら
れ
た
期
間
内
に
で
き
る
よ
う
、

鋭
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
と

い
っ
て
も
、
そ
の
範
囲
は
広
い
。

国
・
県
・
市
の
役
割
も
異
な
る
。

ま
た
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
行
動
し
て
い
く
こ

と
も
重
要
で
あ
る
。
で
は
、
深
谷

市
は
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

答　

現
時
点
で
市
庁
舎
内
で
は
、

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
に
基
づ
き
、

電
気
や
燃
料
の
使
用
量
な
ど
の
削

減
を
は
じ
め
と
し
た
エ
コ
オ
フ
ィ

ス
の
徹
底
を
図
っ
て
い
ま
す
。

問　

具
体
的
な
問
題
と
し
て
車
両

に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。
国
で
は
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
取

り
組
み
と
し
て
、
低
公
害
車
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
や
グ
リ
ー
ン
購
入

法
な
ど
が
施
行
さ
れ
て
い
る
が
、

深
谷
市
の
公
用
車
、
業
務
委
託
の

廃
棄
物
収
集
車
や
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
く
る
リ
ン
の
状
況
は
？

答　

市
使
用
の
公
用
車
は
、
現
在

３
２
４
台
の
内
、
低
公
害
車
で
あ

る
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車（
天
然
ガ
ス
自
動
車
）

は
、
バ
ス
２
台
、
軽
自
動
車
１
台

で
す
。
廃
棄
物
収
集
車
は
、
81
台

の
内
、
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
は
５
台
、
く
る

リ
ン
は
、
八
都
県
市
低
公
害
車
指

定
制
度
に
適
合
し
て
い
る
車
両
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

問　

用
途
に
適
し
た
低
公
害
車
導

入
の
推
進
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
ま
た
、
深
谷
市
に
は
エ
コ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
国
・
県
に

は
導
入
に
つ
い
て
各
種
補
助
金
等

の
制
度
も
あ
る
。
今
後
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

今
後
研
究
を
し
、
市
内
を
循

環
す
る
公
用
車
等
に
つ
い
て
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
は
、

深
谷
市
だ
け
で
な
く
近
隣
市
と
の

連
携
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

近
隣
の
状
況
は
？

答　

近
隣
の
状
況
等
も
調
査
し
て

ま
い
り
ま
す
。

問　

学
校
給
食
に
係
る
食
の
安
全

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　

食
材
に
つ
い
て
は
市
内
、
県

内
、
国
産
を
優
先
し
て
い
ま
す
が
、

輸
入
品
に
つ
い
て
は
、
安
全
が
確

認
で
き
る
書
類
の
提
出
を
業
者
か

ら
求
め
て
い
ま
す
。

問　

材
料
の
値
上
が
り
が
続
く
が
、

今
の
給
食
費
で
十
分
な
の
か
。

答　

献
立
研
究
会
等
で
新
た
な
メ

ニ
ュ
ー
の
研
究
を
進
め
る
と
と
も

に
、
今
ま
で
以
上
に
創
意
工
夫
を

凝
ら
し
て
ま
い
り
ま
す
。
値
上
げ

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問　

小
児
科
、
産
科
の
専
門
医
不

足
が
言
わ
れ
る
が
現
実
は
ど
う
か
。

答　

小
児
科
は
日
赤
に
５
人
、
ほ

か
に
１
人
の
計
６
人
と
大
変
少
な

い
状
況
で
す
。
20
年
４
月
か
ら
日

赤
で
は
３
人
に
な
り
ま
す
。
受
け

入
れ
が
で
き
な
い
場
合
は
、
ほ
か

の
小
児
輪
番
病
院
を
紹
介
し
、
そ

れ
で
も
対
応
で
き
な
い
と
き
は
県

立
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
、
ま
た

は
埼
玉
医
科
大
学
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
等
に
転
送
さ
れ
ま
す
。
産
科

は
、
市
内
に
20
人
、
５
病
院
あ
り

ま
す
。
日
赤
で
は
母
体
搬
送
に
つ

い
て
は
平
日
の
日
勤
帯
の
み
と
な

り
ま
す
。

問　

郷
土
の
偉
人
、
渋
沢
栄
一
翁

を
深
谷
市
特
別
名
誉
市
民
に
。

答　

深
谷
市
名
誉
市
民
は
17
人
お

り
ま
す
。
存
命
の
方
は
２
人
で
す
。

特
別
名
誉
市
民
は
現
行
で
は
制
度

が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
検
討

さ
れ
た
経
緯
も
な
く
、
今
後
必
要

性
や
可
否
に
つ
い
て
研
究
し
て
ま

い
り
ま
す
。

問　

青
淵
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
て

は
い
か
が
か
。

答　

道
徳
と
経
済
合
一
の
考
え
を

広
く
世
間
に
知
ら
し
め
る
こ
と
は

大
変
必
要
な
こ
と
で
す
。
手
法
と

し
て
、
サ
ミ
ッ
ト
で
は
な
く
顕
彰

事
業
の
中
で
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

道
路
特
定
財
源
の
使
途
は

市
有
資
産
の
有
効
活
用
を

教
育
立
市
構
想
は

地方交付税の減少
と国の財政改革と
の関連は

田
た じ ま

島　信
のぶよし

吉

今後の財政運営
について

　田
た じ ま

嶋　均
ひとし

　

深谷市（旧花園町）
の道路管理は
どのように
行われているのか

永
な が た

田　勝
かつひこ

彦

地球温暖化防止
対策、深谷市で
できることは？

江
え は ら

原　久
く み こ

美子

給食の安全、医療
の安心、栄一翁を
特別名誉市民に

髙
た か だ

田　博
ひろゆき

之

関
越
自
動
車
道
の
側
道

ＣＮＧバス

渋沢栄一翁

3月定例会
一般質問市民の声を市政に■■■ 一 般 質 問 ■■ ■


